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本日の発表内容

１．はじめに（さつき夜間の歴史と概要）
  

２．「広報」の取り組みについて

３．「交流活動」について
 

４．おわりに（「教育機会の確保」に向けて）



１. はじめに

（１）さつき夜間の歴史 

①大阪府における位置

・大阪府北東部淀川左岸、北河内地区唯一の夜間中学

②さつき学園と夜間学級

・2016年4月、守口市立さつき学園（義務教育学校）開校

⇒ 第三中学校と校区小学校の統合

・後期課程（中学校）の夜間学級として設置され８年目

③守口における夜間中学

・1973年4月、第三中学校に夜間学級開設（入学者23名）

・三中夜間から、さつき夜間への連続性 今年度51年目





１. はじめに

（２）さつき夜間の概要 

①在籍生徒について（2023.5.1現在）

・在籍数：127名   ・国籍別：14か国

・年齢層：16歳～80歳代    ・居住地：守口と周辺11市

②クラス編成

・5学級7クラス展開…日本語の「読み書き」の力に応じて

・１、２、３組と基礎コース（A1･A2･B･C班）

③日常的な「学び」

・教科等の学習と日本語学習 ・生徒会活動

・学習と生徒会活動が「学び」の両輪



２.「広報」の取り組み

（１）生徒による継続的な主体的活動として
①生徒会を中心とした「夜間中学の存在を知らせる」取り組み

・夜間中学の特質がもたらす必要不可欠な活動

・生徒自身の経験と「同じ境遇にある人」への思い

・以前からの継続的な「広報」活動

②生徒募集活動

・様々な方法での「広報」活動

⇒ 街頭チラシ配布やポスティング 地域ＦＭへの出演

チラシの配置や広報誌での「生徒募集」記事掲載の依頼

・生徒による可能な範囲での協同による主体的活動



２.「広報」の取り組み

（２）生徒と教職員の協同による取り組み
①学活、生徒集会等での取り組みや意識の共有

・学活での話し合い ⇒ 生徒募集や広報の方法、工夫

・生徒会役員会における意見などの集約

・生徒集会での呼びかけや報告等 ⇒ 協力、意見や感想

②アイデア・意見等の具体化

・チラシのサイズ見直し ⇒ 活動の中からの気づき

・生徒による図案などをもとにしたチラシ、ポスター等の作成

・新たなチラシ配置依頼場所の開拓 ⇒ 生活経験

・「夜間中学の設置促進･充実事業」の活用







２.「広報」の取り組み

（３）学校と教育委員会の連携による取り組み
①守口市教育委員会との連携

・「広報」依頼のための周辺各市教育委員会への訪問に向けて

⇒ 守口市教委を通じた訪問依頼と可能日の問い合わせ等

各市教育委員会の返答受け、訪問日を定めて連絡

②周辺各市教育委員会との連携、協力関係の構築

・各市広報誌における「生徒募集」記事掲載の依頼訪問

⇒ 入学時期の前月号での掲載、内容等に関する要望

・チラシ、学校案内などの公共施設等への配置依頼

・さつき夜間（夜間中学）の教育活動に関する情報提供など



３.「交流活動」について

（１）交流活動の概要
①「交流」のはじまりと現在

・40年以上前、市内中学校からの依頼を受け、生徒が同校を訪

問したことが嚆矢 ⇒ 子どもと夜間生徒の姿 新たな発見

・毎年、さつき学園の児童生徒や教職員をはじめ、小中高校生、

大学生、教職員等、市内外から多くの人々が来校して交流

②「交流」のようす

・夜間中学に関する学習会や夜間の生徒による作文発表

・授業体験や意見交流会などを通じた直接的な交わり

⇒ 「学び」の共有、その後の感想や意見、質問



３.「交流活動」について

（２）交流活動の意義
①来校する子どもたちや教職員等にとって

・自らの日常を問い直す契機となる「交流」

⇒「勉強できる」ことの意味や学ぶ姿勢の「ふりかえり」

・子どもたちを見る観点、教育活動の在り方への省察

⇒ 子どもたちとの関係性や「授業」の再考

②さつき夜間の生徒にとって

・「他者」と出会い、「他者」を知り、自らを語る場（経験）

⇒ 「自己有用感」、相互理解、自己肯定感

・日常の学びと往還しながら自らを省察し、変化させていく活動



３.「交流活動」について

（３）交流活動と「広報」
①「交流」を通じた夜間中学への認識、理解の深化と広がり

・事前学習や交流を通じた夜間中学の存在への認識、理解の促進

・交流経験に基づく、周囲に位置する人々への情報の広がり

⇒ 交流参加者の仲間や保護者、同僚教職員等

地域的な広がり（市内や周辺市町村）

さらに時間的な広がりへの期待

②広報機会としての「交流」

・結果として、夜間中学の情報発信および広報の役割

⇒ 様々な回路による潜在的ニーズの掘り起こし



４. おわりに

◎「学び」への思い

・一人ひとりの切実な思い

⇒ 辛さや悔しさ、生き辛さを抱えて入学してくる生徒

・令和2年国勢調査の結果

⇒ 数字の背後にそれぞれの境遇や思い

◎「教育機会の確保」に向けて

・日々の「学び」の充実

・継続的かつ積極的な「広報」の重要性

⇒ 夜間中学を必要とする人々の「学び」を実現するために


